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はじめに 

 大規模地震が発生した際,広域的かつ同時多発に傷

病者が発生する.被災地域において発生すると考えら

れる救急搬送パターンを把握するために, の活用が

有効と考えられる.鈴木 )は,知多半島医療圏を対象と

した救急搬送ネットワークに関する解析を行い,場外

離着陸場の増設効果について分析している.あわせて

現在,計画・施工されている道路が完成した場合の効果

を検証することは重要と考える. 

本研究では,通常時の搬送に加え,将来起こりうる大

規模震災の状況下で道路網整備を行わない状態で地上

搬送を行った際の搬送時間と搬送距離を分析し,現状

を把握する.道路網整備を行った場合の通常時および

大規模震災時の搬送時間と搬送距離についてもネット

ワーク解析を行う.大規模震災時における道路網整備

を行わない場合および道路網整備を行った場合のヘリ

コプター場外離着陸場の勢力圏解析を行う.これによ

り,道路網整備がヘリコプターの運用も含む救急搬送

ネットワークにどのような効果が期待できるか考察す

ることを目的とする. 

対象地域および研究概要

 本研究では,図 に示す愛知県南西部の二次医療圏で

ある知多半島医療圏を対象地域とする.平成 年版知

多半島の統計において,知多半島医療圏の全域人口は

人である.その内,北部地域の人口は 人,

中部地域の人口は 人,南部地域の人口は

人となっている. 

 被害想定として,内閣府による南海トラフ巨大地震

の想定ケースの内,愛知県の理論上最大被害が想定さ

れているケース の陸側震源域の想定を用いる.地震に

より発生する津波浸水域と土砂災害警戒域を設定し,

道路ネットワークの寸断が発生した場合の場外離着陸

場へのアクセスについて考える. 

地上搬送では,搬送先医療機関として知多半島医療

圏内の ヶ所の一般病床を備えている病院を想定する.

搬送始点は各市町が発表している避難所を設定してお

り,主に教育機関や公営体育館が対象となる.追加する

道路は図 の通りである.  

図  対象地域 

解析方法

 解析における基本ソフトとして

を使用する.また,拡張ソフトとして道路ネットワーク

解析では を使用する.道路ネッ

トワークデータは 社の道路網 愛知県版を使用す

る.震災被害想定のうち,津波浸水域を道路通行不可,

土砂災害警戒域内の道路通行を通常時の 倍の時間を

要する設定とする.地上搬送では,通常時および震災時

に搬送時間が最短となる道路ネットワークを解析する. 
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